
業務委託など様々な人が携わるカス
タマーサポート業務でのセキュリ
ティ確保
 

一時的に利用したい人への端末が必
要
 

端末の故障、修理の対応が煩雑

カスタマーサポート部門全員へ 
Chromebook を貸与
 

一時貸与用 PC としても 
Chromebook を利用
 

シンプルな構造の Chromebook で、
故障率の低下

ログアウト毎の初期化や、保存先の指
定などで、漏洩を防止
 

どの端末からでもアクセス可能なの
で、作業ができないというタイムロス
の削減
 

端末保守の工数がほぼゼロに

対　策 効　果課　題

顧客情報を扱うカスタマーサポート部門、
セキュリティを第一優先で Chromebook™ を採用

「スモールビジネスを世界の主役に」をミッションに、SaaS 会計システム「freee」
を中心に、会社設立手続き、人事労務、勤怠管理、個人情報管理など、バックオフィ
ス業務の効率化をはかる統合型経営プラットフォームを提供する freee 株式会
社。2021 年秋からは事業用クレジットカード「freee カード Unlimited」の提供
を開始し、ファイナンス面でもスモールビジネスを支援します。

同社の主要顧客はスモールビジネスであることから、丁寧なカスタマーサポート
を心がけています。カスタマーサポート部門では、2019 年より Chromebook を
活用し、セキュアな環境で業務ができるようにしています。

（コロナウイルスの影響により、取材はオンラインで Google Meet™ を利用）

カスタマーサポートが使う端末は
セキュリティを重視

Case Study

freee株式会社

freee株式会社
東京都品川区西五反田2-8-1

五反田ファーストビル9F

スモールビジネスをターゲットに統合型経営プラットフォームを提
供する freee 株式会社。主要顧客は、スモールビジネスであるがゆえ、
専任の IT 担当者がおらず、経営者自らがシステムを利用することも
少なくありません。IT に詳しくないユーザーが多く、丁寧なサポート
が求められるため、カスタマーサポートは顧客満足度に影響する重要
な部門です。

カスタマーサポート部門ができたのは 2019 年、設立と同時にサポー
ト担当者向けの端末として Chromebook を採用しました。採用理由
について信本氏は次のように話します。

「カスタマーサポート部門は、顧客と直接やり取りするので、顧客情報
を取り扱います。社員だけでなく業務委託の方も携わっており、複数
の拠点に分散しているため、担当者がセキュリティを意識しなくて
も、情報漏えいが起こらない仕組みが必要でした。 Chromebook は
ログアウトすると端末を初期化するように設定できるので、端末に
データを残さず、安全性が高いことから採用しました」（信本氏）

実際の業務は、VDI（仮想デスクトップ）に VPN 経由で接続して行いま
す。カスタマーサポートの業務では、Web ブラウザで顧客管理システ

Corporate IT　マネージャー 信本 浩貴氏

Corporate IT 宮本 大地氏



Chromebook についてはこちらをご覧ください

>> https://www.dsk-cloud.com/solution/chromebook

※ 記載内容は取材日時現在のものであり、内容については現在の状況とは異なる場合があります。

※ Chromebook、Google Cloud、Google Meet 及び Google Workspace は Google LLC の商標です。

端末選定にあたっては、必要なスペックと価格を重
視し、2021年より【Dell Latitude 5400 Chrome】
を導入しています。

「業務がスムーズに行えるような端末のスペック
に加え、USBポートの数、Type-C充電ができるこ
となどインタフェースを重視しました。【Dell 
Latitude 5400 Chrome】であればWindowsとキ
ー配列が同じなので、Chromebook を使ったこと
がない人でもスムーズに使えることも評価しまし
た。価格も予算の範囲内で導入できました。」
（宮本氏）

現在は、200台以上の Chromebook を活用して
おり、3年毎に端末をリプレイスして運用していま
す。【Dell Latitude 5400 Chrome】は、導入以
来故障件数がゼロで、故障対応業務が一度も発生
していません。

同社の Chromebook はすべて管理コンソール
から一元管理されています。カスタマーサポー
ト部門が使う Chromebook は、ログアウトす
ると端末を初期化するように設定していること
から、毎回起動時に必要なシステムをインストー
ル・設定するようにルールを適用しています。
Chromebook ならそれでも起動が早く、ログイ
ンすれば常に同一環境で使えるようになるので、
運用面もシンプルかつ簡単です。

端末のアップデート管理も管理コンソールから行
っています。アプリの相性の問題でスキップした
いバージョンアップデートがある時にも、一括で
操作できるため、保守管理の工数が削減できてい
ます。

カスタマーサポート部門以外の活用では、社員への
一時貸し出し用の端末として Chromebook を活用
しています。

「イベントのオンライン配信で、個人用の端末に加
えてもう1台端末が必要な時などに貸与しています。
その他、最近は基本的にリモートワークにしている
のですが、たまの出社日にPCを持参するのを忘れる
人がいるので、一時貸与することもあります。他に
も、個人端末の修理中に Chromebook を貸し出す
こともあります。

日々の業務は、Google Workspace™ を中心に行っ
ているので、一時貸与端末でもログインすれば普段
どおりに仕事ができるのは大きなメリットです。管
理コンソールで端末を一括管理できるので、キッテ
ィング作業不要ですぐに貸し出せます。」
（宮本氏）

繁忙期にカスタマーサポート部門で急な増員があっ
た場合でも、すぐに端末を用意できるため、柔軟な
業務体制を築くことができているそうです。端末が
ないことが理由で人員増加ができなかったり、作業
ができないということがなくなり、生産性高く仕事
ができています。万一、端末を紛失するようなこと
があっても、管理コンソールを使えば遠隔地から端
末のワイプができ、安全性も確保できています。

将来的には、Chrombook とVDIの組み合わせでの運
用を営業部門やバックオフィス部門にも展開すること
を検討していると信本氏は話します。VDIで作業が完
結すれば堅牢なセキュリティが確保できる上、端末の
価格を抑えられるからです。Google Cloud™ 上でVDI
を構築するような活用も視野に入れているそうです。

機種はスペックとインタフェース
を重視して選定

一時貸し出し用の端末としても
活用
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ムを利用しながら、通話システムアプリケーション
を利用します。VDI からのファイルアクセス制限は
厳しく管理されていますが、さらに安全性を高める
ために、ログアウトした後にローカルのハードディ
ス ク に デ ー タ を 残 さ な い Chromebook が 最 適
だったのです。


